
官民連携で栄養改善事業を推進する枠組を新設

関係府省関係府省

栄養改善事業の官民連携による国際展開の推進

 世界で7.95億人が栄養不足
 ５歳以下乳幼児の死因の45％が栄養不良
 知的・身体的能力低下は経済発展の妨げ
 肥満人口の約３分の２が途上国に集中

深刻な世界の栄養不良 日本企業の先行的な取り組み

 「成長のための栄養」コンパクト（2013年）
 英国・ブラジル政府と協力合意（2014年）
 持続可能な開発目標（SDGs）（2015年）

 伊勢志摩サミット「食料安全保障と栄養に
関するG7行動ビジョン」（2016年）

国際的な取り組みの推進

 健康・医療戦略（2014年）
「日本の優れた栄養強化食品などの研究開発力を
いかし、・・・・官民連携を通じた包括的（インクルー
シブ）ビジネスを含む事業の国際展開を進める」

食品産業等の国際展開を支援
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官民連携での栄養改善事業推進の枠組「Nutrition Japan」

健康・医療戦略推進会議／医療国際展開タスクフォース

（関係府省）
内閣官房
外務省
文部科学省
厚生労働省
農林水産省
経済産業省 他

栄養改善事業推進
プラットフォーム

民間企業

学術研究団体

学識経験者

政府関係機関コンサルタント

NGO

活動支援・

運営委員会
参加

活動報告・

政府への
要望と提案

栄養改善の
国際展開推進作業部会

政府レベルでの取組
推進体制の充実・改善

情報発信（セミナー等）、相談対応
具体的プロジェクトの形成・推進

共同歩調

栄養改善事業推進プラットフォームと官民連携の枠組
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栄養改善事業推進プラットフォームの活動と国際連携（イメージ）

国民（低所得者層等）

途上国・新興国

政府・政府関係機関

認証
栄養教育

連携・協調

国際機関・国際ＮＧＯ・第三国援助機関・財団等

支援
助言・勧告

技術協力
能力構築支援

政府関係機関
学術研究団体

ＮＧＯ

Nutrition Japan

情報提供
技術支援
資金支援

企業連合？

提携先企業（流通・小売等） 民間企業（食品事業者等）

情報交換
協議
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栄養改善事業推進プラットフォーム先行プロジェクト構想（イメージ）

「職場の栄養食」
プロジェクト構想 日系進出企業など

 労働者の福利厚生
 進出地域への社会的貢献
 労働生産性の向上
 企業の社会的責任（CSR）

食品企業など

 進出コスト・リスクの削減
 大規模需要にアクセス
 企業の社会的責任（CSR）

政府・公的機関

 日本企業支援
 国際的なコミットメント履行
 地域での日本の存在感

ＮＧＯ・学術団体
国際機関・財団等

 持続可能な栄養改善

 重点対象（女性・若者）の栄
養改善

途上国・新興国

労働者

工場
政府
公的機関

地域住民
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